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       笑顔で新年スタート  
 

新年、明けましておめでとうございます。地域の皆様・保護者の皆様に対し、謹んでごあいさつを申し上げま
す。旧年中は、本校教育にご理解とご支援をいただきまして、誠にありがとうございました。本年もどうぞよろし
くお願い申し上げます。 

短い冬休みでしたが、年末年始は天候に恵まれ、皆様方におかれましては、穏やかに新年を迎えられたこと
と思います。 

1 月 6 日に 3 学期の始業式を行いました。元気な子どもたちの声が久しぶりに学校に戻ってきました。登校
してくる子どもたちの笑顔を見ると、こちらも元気が出てきます。早くから登校してきた児童が、私の姿を見るな
り、「明けましておめでとうございます！！」と元気に挨拶をしてくれました。ご家庭でも、新年のあいさつをしっか
りしていたんだなと嬉しくなりました。そのことを始業式で子どもたちに話したところ、廊下ですれ違った時に、
「明けましておめでとうございます！！」と笑顔で声をかけてくれる子どもたちもいました。ほほえましく、心の温ま
る瞬間にいくつも出会えた、笑顔いっぱいの３学期スタートの１日でした。 

新型コロナウイルス感染症ですが、全国的に感染者が増え、時には和歌山県でも 2000 人を超える感染者
が出ています。しかしながら、社会全体では、感染防止対策を講じながら、縮小や中止されていた行事が復活
するなど、コロナ禍前の生活に戻りつつあります。また政府は、春にも、新型コロナ感染症を２類相当から５類
に見直すことを検討しているという報道もされています。 

今後、学校生活におきましても、今まで通り、感染防止対策を講じながら、普段の授業や行事の在り方を考
え、少しずつですが、コロナ禍前の学校生活に戻れるよう工夫していかなければならないと考えています。地域
の皆様、保護者の皆様方にご協力をお願いすることもあるかと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

最近は、コロナ感染症に加え、インフルエンザも数年ぶりに感染者が増えています。今まで通り、外出した後
や食事前の手洗いやうがい、不必要に人で混み合うところには行かない、睡眠時間をしっかりとって疲れをた
めない、好き嫌いなく栄養をしっかりとる、寒さに負けず体をしっかり動かす等を行い、病気に負けない体をつ
くってほしいと思っています。 

１月 20 日から「大寒」の時期に入ります。これからまだまだ寒い日が続きますが、感染防止のため、教室の
窓、または、天窓やドアを少し開け、常に換気をした状態で授業をしています。子どもたちには、脱ぎ着ができる
暖かい服装で登校させてくださるとありがたいです。 

 

地域の方々に支えられて 

 保護者の皆様、地域の方々にはいつも、和佐小学校教育において大変お世話になっています。４月号で
もお伝えしましたが、地域の方々に提供していただいている空き缶のリサイクル料や、少年補導委員会様か
ら、また、育友会費からと、子どもたちの教育の充実のために必要なものを購入させていただいています。ま
た、公民館の方々には、家庭科のお手伝いや図書館の整理等もお世話になっています。 

先日、毎日児童の登校を見守ってくださっている地域の方が、「雪が吹雪いた日に児童が、家に戻って傘
をもってきてくれた。」と教えてくださいました。その話を聞かせていただき、和佐小の職員であることを誇ら
しくうれしく思ました。子どもたちが、地域の方々にお世話になっていることにしっかりと感謝の思いを持って
いるからできる行動だと思います。いつも和佐小学校児童たちのため、各方面でご尽力いただいているか
らこそ、安心して学校生活を送らせていただいています。心より感謝申し上げます。ありがとうございます。 
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